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プレデター極楽征夷大将軍 こぼれ桜

ぼくは本のお医者さん ディズニープリンセス夢みるお城とインテリアじゅげむの夏

都市再開発計画の名のもと首都が

七つのゾーンに区切られ、 格差社

会化が進む2032年の日本。 web

情報誌の記者 ・ 明海和は、 独自に

子ども狩と人身売買の取材を続け

ていたところ、 カササギと名乗る人

物に突き当たる。 和が待ち合わせ

場所に行くと、 そこに現れたのはま

だ十代の男性だった。 彼は、 これ

以上取材を続けると「殺されますよ」

と警告する。 なぜ、 子どもたちの取

材をすることが危険なのか？ 

北条家の独裁政権が続き、 鎌倉

府の信用は地に堕ちた。 足利直

義は、 怠惰な兄 ・ 尊氏を常に励

まし、 幕府の粛清から足利家を

守ろうとする。 やがて後醍醐天

皇から北条家討伐の勅命が下り、

一族を挙げて反旗を翻す。 やる

気なし、 使命感なし、 執着なし、

なぜこんな人間が天下を獲れてし

まったのか？幕府の祖であり、 謎

に包まれた初代将軍 ・ 足利尊氏

の秘密を解き明かす歴史群像劇。

摺師 ・ 安次郎は、 亡き女房の

実家へ預けていた息子の信太

を引き取り、 神田明神下の長

屋に父子二人で暮らしていた。

そんなある日、 兄弟弟子の直

助が血相を変えて摺り場に飛

び込んできた。 なんでも、 共に

切磋琢磨してきた彫師の伊之

助がお縄になったという。 江戸

の人情が深く染み渡る、 あたた

かく切ない傑作時代小説。

本の主人公 ・ 齋藤英世さんは、

山形県酒田市で製本会社を経営

しながら “ブックスドクター” とし

てこれまで5000冊以上の壊れた

本を修理してきた。 「本にはそれ

ぞれ、 その本だけの歴史がある」

をモットーに、 書き込みや汚れな

ど、 その本に刻まれてきた歴史を

できるだけ残しながら修理をして

きた齋藤さんがこれまで歩んでき

た道のりと、 本の修理に対する思

いを紹介。

夢と魔法があふれる、 ディズ

ニープリンセスのお部屋の中

へご招待。 ディズニープリンセ

スが住むお城とそこに住むキャ

ラクター、 物語をかわいらしい

イラストとともに紹介。 お城の

外観や断面図をはじめ、 登場

キャラクターとストーリー紹介

文、 お城のメインとなるお部屋

のイラストや解説を楽しめる一

冊。

山ちゃん、 シューちゃん、 かっちゃ

ん、 ぼくの仲よし４人組は、 同じ

小学校に通う４年生。 かっちゃん

は筋ジストロフィーという病気だ

けど、 昔から一緒にいるぼくらに

とって、 特別な存在ではなく親友

のひとり。 かっちゃんが夏休みに

川へダイブしたいと言い始めた。

夏の匂いが濃く立ちこめる山あい

の村で、 死という確かで曖昧なも

のを共有しながら、 いのちを謳歌

する少年たちを描いた作品。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

あさの あつこ 著

ウォルト ・ ディズ

ニー・ カンパニー 

著

梶 よう子 著垣根 涼介 著

最上 一平 作 深山 さくら 文

の
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
新
設
ま
た
は

増
設
に
係
る
取
得
の
場
合
に
限
ら
れ
、

改
築
、
修
繕
ま
た
は
模
様
替
え
の
場
合

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
家
屋
は
、
建
物
及
び
付
属
設
備
の
う

ち
、
直
接
事
業
に
供
す
る
部
分
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
土
地
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
得
の
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
そ

の
敷
地
に
建
設
の
着
手
が
あ
っ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

▼
課
税
が
免
除
と
な
る
期
間

対
象
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
を
最
初

の
年
度
か
ら
３
か
年
度
ま
で
課
税
免
除

▼
申
請
期
間

課
税
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の
１

月
31
日
ま
で

※
申
請
方
法
や
提
出
書
類
、
添
付
書
類

な
ど
詳
し
く
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
（
下
の

二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
よ
り

ア
ク
セ
ス
可
能
で
す
）

（
掲
載
ペ
ー
ジ
：
く
ら
し
の
情
報
→
税

金
→
猿
払
村
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
）

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

・
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
等
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
付
随
サ
ー
ビ
ス
業
、
通
信
販

売
、
市
場
調
査
等
）

・
農
林
水
産
物
等
販
売
業

▼
対
象
と
な
る
要
件

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
、
製
作
、
建
設
又

は
改
修
（
増
築
、
改
築
、
修
繕
ま
た
は

模
様
替
え
）
を
し
た
設
備
（
家
屋
及
び

償
却
資
産
）
で
、
そ
の
取
得
等
の
金
額

が
左
記
に
該
当
す
る
も
の
。

【
個
人
ま
た
は
資
本
金
の
額
等
が

５
０
０
０
万
円
以
下
の
法
人
】

●
製
造
業
・
旅
館
業
…
５
０
０
万
円
以

上●
農
林
水
産
物
等
販
売
業
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
…
５
０
０
万
円
以
上

【
資
本
金
の
額
等
が
５
０
０
０
万
円
超

１
億
円
以
下
の
法
人
】

●
製
造
業
・
旅
館
業
…
１
０
０
０
万
円

以
上

●
農
林
水
産
物
等
販
売
業
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
…
５
０
０
万
円
以
上

【
資
本
金
の
額
等
が
１
億
円
超
の
法
人
】

●
製
造
業
・
旅
館
業
…
２
０
０
０
万
円

以
上

●
農
林
水
産
物
等
販
売
業
・
情
報
サ
ー

ビ
ス
業
等
…
５
０
０
万
円
以
上

※
資
本
金
の
額
等
が
５
０
０
０
万
円
超

◆
令
和
６
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ

ン
吹
鳴

　

令
和
６
年
１
月
６
日
㈯
猿
払
村
役
場

駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー
に

て
、
新
春
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る
予

定
で
す
。
挙
行
の
際
は
、
当
日
午
前
８

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
い
た
し
ま
す
。

■
消
防
署
猿
払
支
署

☎
２
‐
２
１
１
９

　

猿
払
村
で
は｢
猿
払
村
過
疎
地
域
に

お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例｣

に
基
づ
き
、
次
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
対
象
地
域

猿
払
村
全
域
（
産
業
振
興
促
進
区
域
内
）

▼
対
象
者

青
色
申
告
を
し
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

▼
対
象
業
種

・
製
造
業

・
旅
館
業

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◆
歳
末
警
戒
実
施
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

【
実
施
期
間　

令
和
５
年
12
月
28
日
㈭

～
30
日
㈯
の
３
日
間
】

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、
僅
か
な
油

断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の
「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で

は
、
期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施

と
サ
イ
レ
ン
（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１

回
・
30
秒
間
）
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◆
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
し
て

　

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
頻
度
が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な

ど
を
乾
か
す
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真

上
や
近
く
で
干
す
行
為
は
非
常
に
危
険

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
り
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
猿
払
支
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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12
月
は
「
道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納

期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
振
替
口
座
の
残
高
確
認

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

道
で
は
、
年
度
末
に
向
け
て
滞
納
整

理
を
促
進
す
る
た
め
、
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
滞
納
者
に
対
し
て
、
預
貯
金

や
給
与
の
差
押
え
を
強
化
し
て
い
ま

す
。

　

納
税
が
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
せ
ず
、
ま
ず

は
ご
連
絡
を
！

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
２
０

　

年
末
を
控
え
、
例
年
し
尿
の
汲
取
り

は
混
雑
し
ま
す
。
12
月
８
日
㈮
ま
で
申

し
込
ま
れ
た
場
合
は
年
内
に
汲
取
り
を

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
に
申
込
ま
れ
た

場
合
は
、
年
明
け
の
汲
取
り
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
委
託
業

者
（
株
式
会
社
佐
野
衛
生
舎
）
ま
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
汲
取
り
作
業
は
、
12
月
30
日
㈯
か
ら

１
月
８
日
㈪
ま
で
年
末
年
始
の
休
み
に

な
り
ま
す
。

■
株
式
会
社
佐
野
衛
生
舎

☎
２
‐
３
６
２
２

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

年
内
の
し
尿
汲
取
り
の

お
知
ら
せ

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
滞

納
整
理
を
強
化
し
て
い
ま
す


